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ヴィエリチカ岩塩坑 Vieliczka Salt Mine（ポーランドの世界遺産）：　　　　　　　　
その産業遺産としての意義










　In 1978 Wieliczka Historic Salt Mine was designated as a World Heritage Site by UNESCO. Among others it was the first designated site of 
World Heritage.In 2013 I visited Wieliczka Historic Salt Mine with my colleagues and observed this industrial heritage. This paper, focusing 
exhibits shown in the course of Wieliczka Salt Mine, describes the history of this Mine and explain its significance as indusutrial helitage, 
and then refers to the utilization of it as tourist resources.
はじめに
　静岡文化芸術大学大学院文化政策研究科研究科長研究
費（平成 25 年度 =2013 年度）による共同研究「旧東欧地
域における産業遺産の保全と利活用に関する研究」の一環
として、私は共同研究者 3 名と共に、1913 年 8 月 23 日か








Kopalria Soli Wieliczka ( 英語 Wieliczka Salt Mine) に絞っ
て取り上げる。訪問日は、2013 年 8 月 28 日である。
　末尾に掲載した参考文献のうち、主としてガイドブック
の英語版である① WIELICZKA HITORIC SALT MINE Tourist 
Guide(English version, 2012) と、 写 真 集 の 英 語 版 で あ
る ② Janusz Podlecki, WIELICZKA HISTORIC SALT MINE 






　 ポ ー ラ ン ド の ヴ ィ エ リ チ カ 岩 塩 坑 Kopalria soli 






















年ごろ〜 1370 年）とヤギェウォ朝（1386 年〜 1572 年）
の王たちの時代には、塩からの収入は国家歳入のほぼ 3 分































も蟻の巣のようになっており、22 の間 chamber が坑道
gallery でつなげられている。その長さは 2km ほどであり、







































































　 そ う し た 岩 塩 彫 刻 の 最 高 傑 作 は、 聖 キ ン ガ チ ャ ペ ル
St.Kinga Chapel であろう。これは、深度 101m に彫られ
た、地下伽藍である。その場所は、巨大な緑色塩を採掘し
た後にできたスペースを用いたものである。このチャペル












　　ここから 360 段降りて入坑する［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 7　人力の手回し巻き上げ機［2013.8.28 筆者撮影］




Wieliczka Salt Mine (World Heritage in Poland)：its significance as industrial heritage
ルートの開始から 0.395km のところ、第 1 フロアにあり、
深度 63.8m である）は､ 17 世紀中葉に岩塩のブロックの
中に掘り出されたものである。1967 年にここに人間と等身
サイズの像が 6 体、設置された。彫った人は、ミエチスワフ・
クルゼク Mieczysław Kluzek という坑内彫刻家である。
　これらの像は、ポーランドの岩塩の発見を物語るもの
である。伝説によると、岩塩はクラクフとサンドミエシュ
Sandomierz の公爵であるボレスワス Bolesław とその妻キ
ンガ Kinga によって、13 世紀にこの地で発見されたという。
　伝説によると、ハンガリーの王ベラ Bela 四世の娘のキ
















ハネチャペル St.John’s Chapel、聖十字架チャペル The 
Holy Cross Chapel など。
　 ま た、 ク ネ グ ン ダ シ ャ フ ト 基 部 Kunegunda Shaft 







　　　　「偉大な伝説 The Great Legend」
　　　　キンガ妃による岩塩坑発見の伝説を
　　　　表現したもの　　　　　　［2013.8.28 筆者撮影］













には、ミエチスワフ・クルゼク Mieczysław Kluzek らの彫っ
た守護霊が 1968 年に設置された。また、ワイマールの間















1) 焼けた間　The Burnt Out（SPALONE）Chamber
　この間（部屋）は、ルートの開始から 0.440km のところ、



















　　　　　  大王の胸像　　　　　　［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 16　ドロヅォヴィツェの間
　　　　 　 鉱山大工たちの像　　　［2013.8.28 筆者撮影］
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3）ピ ス コ ヴ ァ・ ス カ ワ の 間　The Pieskowa Skała 
Chamber
　ルートの開始から 0.745km, 地下 1 階および地下 2 階上


















　写真 18　坑道内の運搬車　　　    ［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 19  坑道内の運搬馬（模型）　［2013.8.28 筆者撮影］




ヴィエリチカ岩塩坑 Vieliczka Salt Mine（ポーランドの世界遺産）の構造物と産業遺産観光
4）クネグンダ回廊　The Kunegunda Gallery
　この回廊は、ルートの開始から 0.690m のところ、地下











































　写真 23　地質学 geology コースの看板
　　　　　　　　　　　　　　　　  ［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 26　岩塩を運ぶそり　　  　［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 24　展示されている岩塩の大きな結晶
　　　　　　　　　　　　　　　　［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 27  岩塩を運ぶ様子のパネル   ［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 25  樽型に切り出した岩塩　木製レール上を転がす
　　　　　　　　　　　　　　　　　［2013.8.28 筆者撮影］




ヴィエリチカ岩塩坑 Vieliczka Salt Mine（ポーランドの世界遺産）の構造物と産業遺産観光
　このツアーを終えると、入坑したシャフトとは別のシャ
フトに出る。レジス・シャフト Regis Shaft という名である。
　写真 31　鉱山で働く馬のパネル　［2013.8.28 筆者撮影］ 　写真 34    地質学ツアーを終えると、このレジスシャフト
　　　　　Regis Shaft の出口に至る　［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 30　掘削の先端（切羽）　　　［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 32　樽の巻き上げ機　　　　［2013.8.28 筆者撮影］








































































ヴィエリチカ岩塩坑 Vieliczka Salt Mine（ポーランドの世界遺産）の構造物と産業遺産観光
　土木・建築の遺構もたくさん残っていて、とりわけ掘っ
た後の空洞を崩壊から防ぐための壮大な木組みには驚かさ
れる。ミハウォヴィツェの間 The Michałowice Chamber
に築かれた丸太の（あるいはその束の）木組みは、白く塗
られた大きな神殿のような構造物となっている。ユゼフ・









つかあって（エラズム・バロンチの間 The Erazm Barącz 
Chamber や ワ イ マ ー ル の 間 The Weimar Chamber な
ど）、見た目に美しい。こうした、複合的な目的に応える


























WIELICZKA HITORIC SALT MINE Tourist Guide (English 
version), 2012
Janusz Podlecki, WIELICZKA HISTORIC SALT MINE 
(English version), 2012 




科長研究費（平成 25 年度＝ 2013 年度）による共同研究「旧
東欧地域における産業遺産の保全と利活用に関する研究」
の成果の一部である。
　写真 38　ミハウォヴィツェの間
　　　　　  巨大な丸太の構造物とシャンデリア
　　　　　　　　　　　　　　　　　［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 39　ユゼフ・ピウスツキの間　巨大な木組み
　　　　　　　　　　　　　　　　　［2013.8.28 筆者撮影］
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